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次号予告「2018 年 日本の光学研究」

巻頭言
日本の光学研究と Optical Review  ‥‥‥‥‥‥野村孝徳

2018 年 日本の光学研究
　森田隆二 /増子拓紀 /立間　徹 /篠田一馬 /ニコラ 
パヴィヨン /小澤祐市 /高野秀和 /井手口拓郎 /加
納英明 /八木英樹 /桐山博光 /伊藤佑介 /清水亮介 /
藤　貴夫 /生田力三 /廣理英基 /�原淳一 /長谷栄
治 /野村孝徳 /白井智宏 /金　亮鎮 /渡辺英治 /石
川憲治 /中村友哉 /白木厚司 /松浦基晴 /中島光雅 /
小野円佳 /澤山正貴 /末松　誠 /西野　恒 /河野託
也 /吉森　久 /後藤優太

光学ハイライト
欧州に立ち上がる三極の ELI研究所  ‥‥‥‥田中和夫

気になる論文コーナー

今後の特集予定
48巻 7号「面型発光デバイスの技術進展と産業応用」
48巻 8号「人の行動・生理反応を捉える光技術」 

//編集後記 //

　光によるリモートセンシングは，地球規模の環境計測
から局所的な大気分析，生態系情報に至るまで，幅広い
規模での情報取得を可能にし，地球環境，防災，宇宙開
発分野など，さまざまな分野ですでに欠かすことのでき
ない重要技術となっています．さまざまな対象物の測定
が試みられているのと同時に，システムの小型化や高感
度化，新規波長域開拓などの技術開発も絶えず進められ
ています．リモートセンシングの歴史は長いですが，近
年，自動運転などの周囲環境を高精度に把握する必要
性，より安全・安心・低環境負荷に向けた計測技術の必
要性など，観測困難な対象物や場所，および高品質な観
測のニーズは高まるばかりと感じています．今回の特集
では，リモートセンシングの中でもセンシング技術面に
注目して，ハードウェアおよびソフトウェア両面からの
技術開発の最前線について，信号処理や高感度化技術，
新規波長帯やスペクトルデータの活用を通じて，これま
で見ることが難しかったものが観測できるようになって
いる現状をご解説いただきました．本特集で解説いただ
いたセンシング技術開発の最新動向をお読みいただき，
リモートセンシングのさらなる可能性に興味をおもちい
ただければ幸いです．
　最後になりましたが，ご多用にもかかわらず本企画の
ためにご執筆をご快諾いただきました著者の皆様に，こ
の場を借りて深く御礼申し上げます． （大平，浦野）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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